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剤を夫れ自身治療の目的を以って，重症破傷風，結 イデア Jvこより之を行った所，全麻に比し精低血圧
核性脳脊髄膜炎に使用し全治或いは軽快せしめ得 に傾くが，術中調節呼吸の必要もなく手術及び麻酔
た。 も簡単で，容易となり術後の経過も良好である。
実施は Laboritの原法に倣い破傷JA¥に対してはi 腰全合併麻酔を行うに当り腰麻後全麻を行う場合 
72時間に亘り連続投与し，その聞大量の抗生物質， は腹直筋の Spike放電が E期t広ζ於て僅かながら見
血清療法を施行し，覚醒後全身発作全く消失し， 24 られる。血，庄下降は一遅過f性で
日目に全治退院した。 する。全麻後腰麻を行う場合は，腹匠筋の spike
結核性脳脊髄膜炎に対しても同様組l成のカクテル 放電は全く見られなし、。血圧下降は 25%前後下降
を投与，覚醒後は興奮全く去り，見当識回復し尿失 の低血圧を持続する。即ち，腰麻の効果は増強され
禁も皆無となった。 る。事実臨床的に 2時間前後の手術時聞を費す開胸
斯くの如く，各種遮断剤を混合使用し良好な結果 関腹手術に於て，閉腹操作は腰全で PercaniinS 2 
を得たが，向その薬理作用は複雑多岐で、探究の余地 ccの場合は全腰1.5ccの場合より不良の場合が多
は多々あると思うが，比較的安全且つ，簡単に使用 し、。
出来，如上の結果を得たのでその使用を推奨するも 腹部手術時腰麻の効果不良のものに行う全麻は対
のである。 象が  normalに近い者， Poor risk Iこ近い者等種
々あるので円滑な導入は仲々困難である。
10) 外科に於けるクロールフロマジシの 然し薬の性質を考えで適当に混用する事が必要で
使用経験 ある。 
有馬忠正  
Phenothiazine誘導体り使用方法に就いては，
12) 関節ロイマチに対するボスミシ賃荷血

輸血療法の遠隔成績にワいて

現在倫疾病叉は症状による適応が確定されて居ない

猿島協同病院石川栄一
が之を各撞外科的疾患に使用 Lた。
癌末期底痛 (1例)，ナイトロミシ使用後の悪心， 教室の高瀬博士が昭和 28年国立渋川病院に於て
i恒吐 (2例)，乳児の腸重積症術後の著明な幅吐 (1 ロイマチ久性疾患 110例広対しボスミン負荷血輸血
炉の，痘撃性腸閉塞症 (1例)，頭部外傷，脳震翠症 療法を行い良好な成績を得られたのであるが，該患
の興奮状態 (8例〉に使用著効を認めた。 者中関節ロイマチ 92例のみについて 1年後及び  2
破傷風症 3例に使用，最重鷺症例は本司j及び他繋 年後の遠隔成績をしらベ， 1年後の治露軽快 38%，
剤による所謂人為冬眠を施行したが，小発作は抑，圧 2年後の治癒軽快 62%とし、う良好な成績を得た。
し得るも，唯 1回の大発作にて鬼籍に入った。他の 次に治療当時の種々の条件と遠隔成績との関係に 
2例は順調な経過を得，特に本剤による抗痘肇作用 ついて調べた所次の如き結果を得た。即ち，急性型
を認めた。 は 2例のみであるが，いづれも治癒で擢病期間の短
同:酔えの応用として，前麻酔剤として，叉ピレチ いもの程，叉初診時血、沈値が正常なる程遠隔成績も
アジシ， オピス、タ γ より成るカクテール M 1を使 良好であり，入院時検尿所見の不良なるものは遠隔
用，腰麻 (3例〉及び閉鎖循環式麻酔 (1例〉にて 成績も不良であった。
快適な麻酔状態を得た。叉小児の，全身麻酔，特に 叉遠隔成績の不良なものは輸血後の好酸球数の減
トライグロールエチレ γ使用時の前麻酔剤としても 少度も少<，好酸球数の絶対値も fl'fIt、。叉，輸血回
良好なることを認めた (3研り。 数では入院，外来共成績の良好なものでは少くとも
重症外傷性ショッグに本剤を含むカクテーノL剤に 平均約  10回を要したことが判った。
よる人為冬眠を施行し，ショック状態より脱出せし 
13) 消化管悪性腫蕩診断用生体ラヂオオート
め得た。
グラフに就いて 
11) 腰全合併麻酔に関する研究 長崎 進
中山外科池田佐嘉衛
消化管悪性腫痕診断用生体ラヂオオートグラフと
開胸開腹時に筋弛緩として腰麻を用いた例は本邦 は，放射，性同位元素 p32が悪性腫蕩部位に特に大
及び外国にその例を見なし、。我々は中山教授の「ア 量摂取されると云う，生体の生化学的ピコヤロギ{に
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基き，消化管内に特殊の高感度フィルムを挿入し9
.s線の写真作用を利用し，悪性腫蕩の実態，その像
をフィルム上に写し出すもので，消化管内，内腔レ
線像とも云うべきものである。
従つで，極めて早期の癌睡も見落す事無くまた，
癌腫の大きさ，浸潤の程度，粘膜下転移をも術前に 
発見し得，且つ，良性腫壊との区別も確実に行い得
る特徴を有する。
さらに本法は，患者に苦痛を与える事無く，容易
に行い得るため，将来，広く臨床に応用されるもの
と信ずる。
14) p32に依各人体消化管癌腫のラヂオ
オートグラフに就いて
新井洋太郎
私は臨床例 102，及び動物実験にて極めて美しい
オートグラフを作成するに成功した。
ミグロラヂオオ{トグラフから研討して，癌細胞
及び組織の内，第 (1)に細胞にては核分裂を行な
いつつあるもの程，第 (ll)には核酸染色に濃染す
るもの程，第 (m)には核が大きく，叉組織学的に 
みるならば，分化程度がf尽く 4 限局性髄様癌的発育
をするもの程より多く p32の集ることを証明した。
マグロララヂオオートグラフの黒化度を黒化銀粒子
数より研討するに正常粘膜に比較して，食道癌 (15
例〉の平均値は 2.5にて最高，胃癌 (38例)2.2，大
腸癌 (8例)2.0を示すに反しi胃炎，良性腫場，結
核は何れも1.3以下，潰場(15例〕は 0.7にて最低
値を示し，消化管癌腫の p32に依る診断可能性を突
証するものである。更に食道癌ではレ線的とみて，
4鋸歯状，螺旋形のものが漏斗形に比してより多く
p32が集り，前者が深部治療の感受性大なるを知り
得た。よって p32に依り更に深部治療適応決定に佼
立ち得る理論的根拠を得るものである。 
15) 放射性同位元素 p32に依各乳癌の
診断に就いて
関野康雄  
p32に依る乳癌の診断は 1946年， Low-Beerが
初めて報告して以来多くの追試報告があるが，従来
の方法で‘はー早期の小さい癌腫及び深在性癌腫の診断
は不可能であり，早期診断法としての価値は全くな 
的効率に付ての基礎実験の結果，従来の GM管の 
端窓に直径 5mm--22mmの孔を有する鉛板のキ
ャツプを癌腫の大さに応じて交換使用し測定するこ
とに依り早期の小さし、癌腫の診断を可能とした。
第 2には p32の水の透過率に付ての実験成績より
p32の 7線の組織内最大飛程距離は実際上.4mm前
後に過ぎないことを確め，深在性の癌腫の測定は皮
膚表面よりは不可能で、あることを知り，癌腫直土に
約 1cmの皮膚切聞を加え癌腫表面に GM管を密
着測定することに依り深在性癌腫の診断を可能とし
た。この新しい診断法を臨床例 15例に応用し，全 
例に診断を容易に下し得た。 
16) 恥骨後前立腺刷出術について
猿島協同病院士 屋， 律
前立腺肥大症に対して従来一般外科医は，恥骨土
経勝脱式，及び会陰式に対して解剖的に面倒臭くー
般的に導尿処置に了っていたが，本手術法は，一般
外科医にでも特殊な器械を用いることなく，使用出
来るので手術法並びに症例を報告する。手術法は
Mil1iu及び楠の述べる所に従し、，術後の処置とし
て，留置カテ{テルの確実な固定，術後充分な跨脱
洗糠をなすこと，術前両側精管結殺は合併症予防に
行うべきで，之等を行うことにより容易に手術を施
行し得る。
症例 1) 79才の老人， 3年来尿閉に悩んだが，
本手術を施行し 14日にて退院。別出標本 85g，
症例 2) 65才， 3カ月来尿閉あり，本手術を施
したが癒着強く，前立腺嚢を快復し術後尿閉，副皐
丸炎を併発した。本例は精管結紫を行わなかった為 
で、あった。 
17) 肺結核肺切除後に合併せる 2，3の
疾患について
松績荘中島正博
肺結核に対し直達療法を施行し，手術的侵襲が誘
因となり発生したと思われる疾患 2.3を経験した
ので報告する。 
1) 喉頭ポリープ:23才の女にて昭 29年 11月気
管内麻酔にて布左区切を行い経過良好でしたが，術
後 2カ月から咳噺，腹声が起り，喉題ポリ戸プが発
見され，別出術を施行した。組織像は慢性肉芽腫の
い。私は従来q方法の欠点を探究し，種々の基礎的，所見を呈した。
研究を行い新しし、乳癌診断法を工夫した。即ち，第 2) 精神分裂症:23才の女にて昭 30年 7月右 S 
lに， GM管の性能に及ぼす鉛板キャツプの幾何学 区切施行後 7日目頃から斐な独言を云し、出し，それ
